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福島第一原子力発電所における汚染水処理で発生した鉄共沈スラリーは、その安全な保管や処分のため安

定固化する必要がある。本研究では、アルカリ刺激材を用いて、鉄共沈スラリーに吸着している陰イオン（特

にヨウ素やセレン）の保持性について調べた。その結果、ヨウ素に関しては硝酸銀の添加により、亜セレン

酸に関してはアルカリ刺激材そのものに保持が期待できることが明らかとなった。 

キーワード：アルカリ活性材料，陰イオン，鉄共沈スラリー，ヨウ素，セレン 

1. はじめに 

1F の ALPS で発生する鉄共沈スラリーは、様々なリスク低減のため、安定化処理を行い固形化する方針と

なっている。その鉄共沈スラリーには、本来の除去対象である 60Co はもちろんのこと、137Cs, 90Sr 等の陽イ

オン核種が含まれていることが知られている。一方、79Se, 129I 等の陰イオン核種も存在する可能性が指摘さ

れている。廃吸着材やスラリーを固形化するものとして様々な材料が考えられているが、我々のグループに

よる研究により、アルカリ活性材料(AAM) によって 137Cs, 90Sr 等の陽イオン核種の浸出抑制能をもった固化

体が作製できることが明らかとなっている。そこで、本研究では、AAM の陰イオン保持性について調べるとと

もに、AAM に高い陰イオン核種保持性を付与する添加剤等を検討した結果を報告する。 

2. 試料と実験 

IMERYS 社あるいはソブエクレー社製のメタカオリンおよびモル比を調製(K2O:SiO2:H2O=1:1:13)したアルカ

リ刺激剤を練り混ぜて AAM を作製した。この AAM 試料 0.05 g に種々の濃度に調整したヨウ化物、ヨウ素酸、

亜セレン酸、セレン酸イオンを含む溶液を 50mL 加え吸着実験を行った。また、合成複層状水酸化物（LDH）、

酸化マグネシウム（MgO）、硝酸銀およびヨウ化物、亜セレン酸イオンを添加して混和・成形した試料に対し

て、米国原子力学会の標準法（ANSI/ANS-16.1-2003）に則り、90 日間までの浸出実験を行った。 

3. 結果と考察 

吸着実験の結果より、合成後の AAM 自身にはヨウ化物、ヨウ素酸、亜セレン酸、セレン酸イオンは吸着せ

ず、その保持性を高めるには AAM の作製過程で AAM 構造内に取り込むか、添加剤によって溶出しない形態に

することを考えなくてはならないことが明らかとなった。そのため、高い陰イオン交換容量を有する LDH や

初期に Al を含む AAM に添加することで LDH の生成が期待できる MgO、低い溶解度の AgI の生成が期待できる

硝酸銀を添加した試料でヨウ化物イオンの浸出実験を行った。その結果、LDH と MgO を添加した試料ではそ

れらのイオンは容易に浸出するのに対して、硝酸銀を添加した試料では浸出はほとんど認められず高い保持

性を有することが明らかとなった。LDH の場合は AAM作製時に存在する吸着選択性の高い H2SiO4
2-イオンがヨ

ウ化物イオンの吸着を阻害したため、MgO 添加の場合は Mg シリケート水和物が生成するがヨウ化物イオン吸

着性を有していなかったためと考えられる。一方、硝酸銀添加の場合は AAM マトリックス内に溶解度の低い

AgI が生成したため、ヨウ化物イオンの浸出が抑制されていた。また、亜セレン酸イオンを添加した AAM では

無添加でも浸出が抑制されていて、混和時に AAM の構造内に取り込まれたためと考える。 
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